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長
岡
市
議
会
で
は
、
議
会
の
政
策
立
案
機
能
を
充
実
・
強
化
し
、
今
後
の
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
で
先
進
地
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
２
年
連
続
で
中
止
し
た
こ
と
か
ら
、
３
年
ぶ
り
の
行
政
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
行
政
視
察
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
行
政
視
察
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常
任
委
員
会
の
県
外
視
察
を
実
施

佐世保市役所（産業市民委員会）佐世保市役所（産業市民委員会）佐賀市下水浄化センター（建設委員会）佐賀市下水浄化センター（建設委員会）

　
12
月
定
例
会
が
12
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
等

60
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
、
請
願
２
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
等
の
審
議
結
果
は
、
６
ペ
ー
ジ
の
「
会
派
別
議
案
等
賛
否
一
覧

表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
を
可
決

Ⅰ 

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
関
係
経
費

　
・
基
幹
病
院
物
価
高
騰
対
策
補
助
金 

２
億
４
３
０
０
万
円

　
・
介
護
保
険
施
設
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

１
億
３
６
９
３
万
円

　
・
私
立
認
可
保
育
所
等
運
営
費

　
　
　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
補
助
金 

８
３
７
７
万
５
千
円

Ⅱ 

そ
の
他
の
経
費

　
・
社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

３
６
８
８
万
５
千
円

　
・
小
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
費 

27
億
４
５
９
４
万
８
千
円

　
・
大
手
通
坂
之
上
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
費 

　
　
　
民
間
資
金
活
用
に
よ
る
保
留
床
取
得
に
伴
う
出
資
金 

９
億
円

 

ほ
か

長岡市議会議員の選挙ポスター自粛に関する決議
　選挙ポスターを決められた場所に整然と掲示することは、まちの
美観を守り、交通安全を確保するためにも重要なことであります。
　このため、長岡市議会は、昭和54年以来の市議会議員選挙に当たっ
て、選挙ポスターを公営掲示場以外には掲示しないことを申し合わ
せてきたところであります。
　よって、長岡市議会は、令和５年４月に行われる市議会議員選挙
においても、選挙ポスターを公営掲示場以外には掲示しないことを
申し合わせるものであります。

決　議：市議会の意思を対外的に表明することが必要である場
　　　　合になされる議決のこと

免税軽油制度の継続に関する意見書（要旨）
　これまでスキー産業の発展に貢献してきた免税軽油制度が、令和
６年３月末日で廃止されます。
　免税軽油制度は、道路を走らない機械に使う軽油について軽油引
取税を免除する制度で、農業用機械や船舶、フォークリフトなど道
路を使用しない機械燃料用の軽油は、免税が認められてきました。
　スキー産業では、ゲレンデ整備車や降雪機等に使う軽油が免税と
なっており、この制度がなくなれば、冬季観光産業が大きな負担増
を強いられ、スキー場の経営維持が困難となるとともに、市町村経
済にも計り知れない影響を与えることとなります。
　よって、国会および政府におかれては、観光産業や農林水産業等
幅広い産業への影響に鑑み、免税軽油制度を継続されるよう、強く
要望します。

（送付先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
　　　　農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣

意見書：市民生活に重要なことで、それが国・県の仕事である
　　　　場合、市の力では解決できないとき、議会の意思を意
　　　　見としてまとめ国会や県などに伝える手段のこと

※１　公営掲示場：長岡市選挙管理委員会が設置するもので、全候補者が選挙運動用ポスターを貼ることができる掲示場のこと（市内320カ所程度に設置）

※１

横浜市役所（総務委員会）横浜市役所（総務委員会）川崎市子ども夢パーク（文教福祉委員会）川崎市子ども夢パーク（文教福祉委員会）

1

ホームページで議会の録画中継を配信中→https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/

号225
2023.２.1
編集・発行／長岡市議会

市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

志、未来へ。
長岡
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号225市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

1 2月定例会12月定例会【16人が一般質問】【16人が一般質問】
主な質問と答弁の要旨を掲載します。

　３月定例会の日程は、２月上旬に決定します。日程等、詳しくはホームページをご覧ください。
　なお、傍聴される方は新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。３月定例会のご案内

　
令
和
４
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

新
潟
県
原
子
力
防
災
訓
練
の
成
果

と
見
え
て
き
た
課
題
、
避
難
の
実
効
性

確
保
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
新
潟
県
原
子
力
防
災
訓
練
の
成

果
と
し
て
は
、
屋
内
退
避
や
、
積

雪
時
あ
る
い
は
大
人
数
の
一
時
移
転
等

に
不
安
を
感
じ
る
な
ど
の
市
民
の
声
を

把
握
で
き
た
ほ
か
、
職
員
の
災
害
対
応

業
務
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一

方
で
、
複
合
災
害
時
や
豪
雪
時
の
避
難

等
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

ま
た
、
確
実
な
情
報
伝
達
や
避
難
行
動

要
支
援
者
の
安
全
な
避
難
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全

対
策
に
関
す
る
研
究
会
で
も
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
避
難
の

実
効
性
確
保
に
向
け
、
国
・
県
と
連
携

し
た
訓
練
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
課
題

に
つ
い
て
研
究
会
の
場
を
通
し
て
国
・

県
に
対
応
を
求
め
、
市
も
協
力
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に
加
え
、

出
前
講
座
の
機
会
や
原
子
力
防
災
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
普
及
啓
発
動
画
等
を
活
用

し
、
原
子
力
災
害
時
の
対
応
へ
の
市
民

の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
中
山
間
地
域
等
の
条
件
不
利
地

域
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導

入
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
労
働
力
不
足
が
深
刻

で
あ
り
、
特
に
条
件
不
利
地
域
で

農
地
等
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
は
、
中

山
間
地
域
の
農
作
業
の
省
力
化
や
後
継

者
不
足
に
対
応
す
る
有
効
な
手
段
と
認

識
し
て
い
る
。
今
年
度
、
情
報
と
研
修

機
会
の
確
保
の
た
め
、
技
術
を
体
験
で

き
る
ト
ラ
イ
ア
ル
施
設
を
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
内
に
整
備
し
た
。
今

後
、
最
新
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
を
全
市
域
、
特
に
中
山
間
地
域
に

お
い
て
積
極
的
に
導
入
で
き
る
よ
う
推

進
し
て
い
く
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て
、

指
導
者
の
確
保
や
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
を

伺
う
。
ま
た
、
指
導
者
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
４
大
学
１
高
専
の
学
生
等
と
の

連
携
も
大
切
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

　
指
導
者
確
保
に
つ
い
て
、
有
資

格
者
を
は
じ
め
、
大
学
や
専
門
学

校
等
の
学
生
に
も
募
集
を
か
け
る
と
と

も
に
、
人
材
バ
ン
ク
の
設
立
も
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
指
導
力
を
確
保
す
る

た
め
に
研
修
会
の
充
実
や
市
独
自
の
指

導
者
資
格
認
定
制
度
等
を
検
討
し
て
い

る
。

　
老
朽
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
安

全
面
や
衛
生
面
等
の
観
点
か
ら
除

去
す
る
こ
と
が
適
当
だ
と
考
え
る
が
、

解
体
後
の
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に

対
す
る
考
え
や
、
空
き
家
解
体
に
係
る

助
成
制
度
の
検
討
状
況
、
市
に
お
け
る

行
政
代
執
行
の
状
況
を
伺
う
。

　
解
体
後
の
固
定
資
産
税
の
減
額

措
置
や
空
き
家
解
体
に
係
る
助
成

金
制
度
等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
内
容

や
効
果
等
を
研
究
し
、
社
会
情
勢
を
注

視
し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
行
政
代
執
行
に
つ
い
て
は
、
空
き
家

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
今
年
度
１

件
執
行
し
た
。
今
後
も
特
定
空
き
家
等

に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

緊
急
性
や
公
益
性
を
考
慮
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

　
管
理
不
全
に
よ
る
老
朽
化
が
極
端
に

進
ん
で
い
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
周

辺
住
民
へ
の
影
響
を
考
え
、
所
有
者
に

対
す
る
連
絡
等
に
よ
り
、
早
い
段
階
で

撤
去
し
て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
空
き
家
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

に
つ
い
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間

事
業
者
と
緊
密
に
連
携
し
、
新
し
い
体

制
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
都
市
政
策
課
を
相
談

窓
口
と
し
て
、
新
潟
県
弁
護
士
会

や
長
岡
構
造
物
解
体
協
同
組
合
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
す
ま
い
る
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
等

と
協
定
を
締
結
し
、
相
互
協
力
に
よ
り
、

空
き
家
等
に
関
す
る
市
民
か
ら
の
相
談

に
誠
実
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
え
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
る
。
今
後
も
、
官

民
の
連
携
を
密
に
し
、
空
き
家
等
に
関

す
る
相
談
窓
口
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
長
岡
市
立
高
等
総
合
支
援
学
校

で
は
、
卒
業
後
を
見
据
え
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
通
じ
て
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
る
が
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ

い
て
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

　
高
等
総
合
支
援
学
校
で
は
卒
業

後
の
受
け
皿
に
つ
い
て
、
在
籍
す

る
生
徒
や
卒
業
生
に
対
し
、
き
め
細
や

か
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う
総

合
支
援
室
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
進

路
定
着
支
援
と
し
て
、
卒
業
後
３
年

間
の
ケ
ア
を
行
う
な
ど
、
受
け
入
れ
事
業

所
や
企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
社
会

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
市
と
し
て
は
、
職
員
が
学
校
へ

出
向
き
、
保
護
者
説
明
会
や
情
報
交
換

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
情
報
提
供
や
進

路
相
談
の
支
援
を
し
て
い
る
。
一
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
希
望
の
進
路

に
進
め
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
そ

の
た
め
、
卒
業
後
の
受
け
皿
が
広
が
る

よ
う
、
今
年
度
か
ら
福
祉
施
設
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
施
設
職
員
向
け
の
研

修
や
設
備
補
助
等
の
新
た
な
取
り
組
み

を
開
始
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
卒
業
後
の
進
路
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
新
規
採
用
職
員
研
修
に
お
け
る

長
岡
な
ら
で
は
の
人
材
育
成
と
、

そ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
長
岡
な
ら
で
は
の
人
材
育
成
に

つ
い
て
は
、
本
市
の
職
員
と
し
て
、

ま
た
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
と
知
識
に

加
え
、
地
域
の
実
情
を
よ
く
理
解
し
、

愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
基
礎
と
な

る
資
質
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で

新
規
採
用
職
員
に
対
し
て
年
４
回
、
市

職
員
と
し
て
の
心
構
え
や
姿
勢
、
公
務

員
と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
だ
け
で
な

く
、
市
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
に
つ
い

て
も
多
く
の
時
間
を
割
き
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
長
岡
市
職
員
人
材
育

成
基
本
方
針
で
示
し
て
い
る
職
員
像
を

目
指
し
、
長
岡
な
ら
で
は
の
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

は
、
各
種
団
体
と
の
連
携
、
協
力

関
係
が
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
考

え
る
が
、
市
の
思
い
を
伺
う
。

　
部
活
動
は
、
仲
間
と
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
し
、
幾

多
の
困
難
、
感
動
を
体
験
し
な
が
ら
協

調
性
や
自
主
性
、
忍
耐
力
等
の
非
認
知

能
力
を
高
め
、
子
ど
も
た
ち
の
人
格
形

成
に
と
っ
て
意
義
が
大
き
い
活
動
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
本
市
で
は
、
生
徒
数
等
の
減
少
に
伴

う
部
活
動
の
設
置
数
減
少
な
ど
の
課
題

解
決
の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

深
め
協
議
、
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
持

続
可
能
な
部
活
動
の
環
境
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
、
今
回
の
地
域
移
行
に
お
い

て
必
須
の
課
題
で
あ
る
。
市
は
、
部
活

動
が
持
つ
教
育
的
意
義
を
見
失
う
こ
と

な
く
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
環
境
や

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
希
望
す
る
活
動

を
断
念
す
る
こ
と
な
く
、
ど
の
子
も
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
活
動
に
取

り
組
め
る
場
を
作
り
出
せ
る
よ
う
、
関

係
団
体
と
密
接
に
連
携
、
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
豪
雪
時
の
原
発
事
故
に
お
け
る

安
全
な
避
難
に
つ
い
て
、
市
は
、

市
民
の
不
安
や
疑
問
を
国
・
県
に
確
実

に
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
避
難
の
実
現
性
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
豪
雪
時
等
に
お
け
る
安
全
な
避

難
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
重
要
か

つ
広
域
的
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
山
積
す
る
課
題
が
解
決
し
な
い
限

り
、
市
民
の
確
実
な
避
難
は
困
難
で
あ

る
。
今
後
も
市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安

全
対
策
に
関
す
る
研
究
会
等
の
場
を
通

じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
国
・
県
に
対
し

て
強
い
要
請
を
出
し
な
が
ら
、
市
と
し

て
も
課
題
解
決
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
長
岡
ま
つ
り
平
和
祭
に
つ
い
て
、

８
月
１
日
は
長
岡
空
襲
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
慰
霊
と
恒
久
平
和
を
祈

り
、
戦
争
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
日
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺

う
。

　
８
月
１
日
は
、
昭
和
20
年
８
月

１
日
の
長
岡
空
襲
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
へ
の
慰
霊
と
、
復
興
に
尽
力
し

た
先
人
へ
の
感
謝
、
恒
久
平
和
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
日
と
し
て
、
平
和
祈
念

式
典
や
柿
川
灯
籠
流
し
等
の
平
和
関
連

行
事
と
多
く
の
市
民
が
参
加
す
る
平
和

祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
平
和
祭

で
は
、
慰
霊
の
黙
と
う
を
す
る
中
で
、

大
民
謡
流
し
や
神
輿
渡
御
等
が
行
わ
れ
、

８
月
１
日
に
行
わ
れ
る
催
し
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
平
和
祭

主
催
団
体
で
あ
る
長
岡
商
工
会
議
所
と

連
携
し
、
よ
り
良
い
催
し
と
な
る
よ
う

関
係
者
共
々
努
め
て
い
く
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
８
月
１
日
に
お
け
る
恒
久
平

和
の
意
義
を
今
後
も
し
っ
か
り
と
市
内

外
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

池田　和幸
（市民クラブ）

多田　光輝
（市民クラブ）

五十嵐 良一
（民成クラブ）

田中　茂樹
（市民クラブ）

学
校
教
育
の
現
状
と

　
　
　今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

障
が
い
児
支
援
施
策
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る

　
　

 

職
員
人
材
育
成
に
つ
い
て

空
き
家
等
の
対
策
に
つ
い
て

新
潟
県
原
子
力
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

長
岡
市
の

　
　
　農
業
の
諸
課
題
に
つ
い
て

今
後
の

　
　長
岡
ま
つ
り
な
ど
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

　
中
核
市
移
行
に
関
す
る
効
果
や

課
題
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
を
伺

う
。
ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い

て
本
格
的
な
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
、
移
行
し
た
場

合
に
移
譲
さ
れ
る
事
務
権
限
や
行

財
政
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
継
続
的
に

研
究
し
て
き
た
。
中
核
市
に
移
行
す
る

と
、
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
事
務
を
中

心
に
２
０
０
０
を
超
え
る
事
務
が
県
か

ら
移
譲
さ
れ
、
本
市
が
そ
れ
ら
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の

効
果
と
し
て
、
移
行
市
の
例
で
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化
や
市
民
の
利
便

性
向
上
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一

方
で
課
題
と
し
て
は
、
移
譲
さ
れ
る
事

務
の
多
く
が
法
令
に
基
づ
く
行
政
行
為

で
あ
る
こ
と
、
保
健
所
の
開
設
に
多
額

の
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
専
門
的
な
職

員
の
確
保
が
必
要
な
こ
と
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
中
核
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
に
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
移
行
に
関
す
る
調
査
を

本
格
的
に
行
う
。
関
係
部
局
で
連
携
し

な
が
ら
、
効
果
や
課
題
を
整
理
し
、
移

行
す
る
か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
長
岡

市
の
未
来
を
見
据
え
た
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

　
新
潟
県
第
２
の
都
市
と
し
て
の

認
識
と
広
域
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
本
市
を
中
心
と
し
て
、
近

隣
市
町
で
長
岡
地
域
定
住
自
立
圏

を
形
成
し
、
施
設
の
相
互
利
用
や
事
業

の
共
同
実
施
を
通
し
て
圏
域
全
体
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
核
市
に

な
る
こ
と
で
形
成
可
能
と
な
る
連
携
中

枢
都
市
圏
の
考
え
方
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
て
地
域
の
拠
点
性

を
高
め
、
県
内
第
２
の
都
市
と
し
て
選

ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
本
市
の
現
在
の

方
向
性
に
近
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

近
隣
市
町
の
理
解
や
具
体
的
な
国
の
推

進
策
の
有
無
な
ど
、
制
度
の
効
果
を
検

証
し
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

松野 憲一郎
（長岡令和クラブ）

大竹　雅春
（市民クラブ）

中
核
市
に
つ
い
て

み
　
こ
し
　
と
　
ぎ
ょ

　
行
政
と
し
て
町
内
会
の
課
題
を

認
識
し
、
そ
の
活
動
を
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
長
岡
市
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
考
え
る
が
、
町
内
会
へ
の
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施

し
て
き
た
。
ま
た
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
い
て

も
、
町
内
会
を
は
じ
め
市
民
活
動
団
体

の
活
動
を
維
持
、
継
続
で
き
る
よ
う
、
補

助
金
交
付
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
様
性
の
視
点
に
よ
る

意
思
決
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

若
者
や
女
性
の
参
加
に
よ
り
町
内
会
活

動
が
活
性
化
し
た
成
功
事
例
を
広
く
周

知
し
、
横
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

今
後
は
行
政
か
ら
町
内
会
へ
の
依
頼
業

務
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
町
内
会
の
前

向
き
な
活
動
が
さ
ら
に
前
進
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
内

容
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
安
定
し
た
ス
ク
ー
ル
バ

ス
事
業
の
継
続
に
は
、
事
業
者
が

人
材
確
保
で
き
る
よ
う
な
予
算
措
置
が

必
要
と
考
え
る
が
、
安
定
運
行
に
関
す

る
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
長
距
離
通

学
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心

な
通
学
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
民
間
事
業
者
等
で
は
、

運
転
手
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費
の
高

騰
な
ど
、
社
会
情
勢
に
見
合
っ
た
運
行

の
継
続
が
で
き
る
よ
う
予
算
を
確
保
し
、

安
定
的
な
運
行
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
多
世
代
健
康
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
今
後

に
つ
い
て

　
長
岡
市
不
登
校
児
童
生
徒
適
応

指
導
教
室
設
置
要
綱
は
、
教
育
機

会
確
保
法
以
前
の
学
校
復
帰
を
前
提
と

し
た
考
え
方
で
あ
り
、
不
登
校
へ
の
取
り

組
み
を
考
え
る
上
で
ベ
ー
ス
と
な
る
同
法

の
理
念
か
ら
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え

る
。
適
応
指
導
教
室
の
名
称
や
内
容
等
を

見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。　

本
市
の
適
応
指
導
教
室
設
置
要

綱
は
、
教
育
機
会
確
保
法
以
前
の

ま
ま
で
あ
る
が
、
現
在
の
運
用
に
お
い

て
は
必
ず
し
も
学
校
復
帰
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
通
所
す
る
児
童
・
生
徒
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
人
と

繋
が
る
経
験
を
通
し
て
自
己
決
定
す
る

力
を
育
み
、
社
会
的
自
立
に
向
か
う
よ

う
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。
要
綱
に
つ

い
て
は
、
手
続
き
の
簡
素
化
等
も
含
め
、

現
在
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
市
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
に
通
う
子
ど
も
に
対
し
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
施
策

の
一
環
で
貧
困
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
不
登
校
支
援

と
し
て
の
支
援
制
度
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
制
度
使
用
を
ル
ー
ル
化
し
、

広
く
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
に
お
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

学
習
支
援
事
業
に
よ
り
、
生
活
保

護
世
帯
お
よ
び
就
学
援
助
基
準
該
当
世

帯
に
対
し
て
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に

通
う
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
経
済
的

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
低

所
得
者
が
対
象
だ
が
、
結
果
的
に
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
面
で
は
、
必
要
な
家
庭
に
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も
た
ち
が
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
え
な
い
こ
と
が

な
い
よ
う
、
こ
の
制
度
を
広
く
周
知
し
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
環
境
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
に
つ

い
て

　
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
独
自
に
実
施
し
、
子
育
て
中
の

男
女
２
９
３
人
よ
り
回
答
を
得
た
。
そ

の
中
で
、
給
食
時
の
黙
食
の
緩
和
を
望

む
声
が
多
数
あ
っ
た
。
文
部
科
学
省
は

令
和
４
年
11
月
に
県
教
育
委
員
会
に
対

し
通
達
を
出
し
、
黙
食
に
つ
い
て
は
従

前
か
ら
必
ず
し
も
求
め
て
お
ら
ず
、
座

席
配
置
等
の
工
夫
に
よ
り
給
食
時
間
の

会
話
は
可
能
と
し
て
い
る
。
学
校
給
食

に
お
け
る
黙
食
に
つ
い
て
、
市
の
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

と
し
て
、
机
を
向
か
い
合
わ
せ
に
し
な

い
こ
と
や
会
話
を
控
え
る
こ
と
を
各
学

校
に
通
知
し
て
い
た
。
し
か
し
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
通
達
を
受
け
、
会
話
が

神林　克彦
（長岡令和クラブ）

　
個
別
避
難
計
画
実
施
に
当
た
っ

て
の
災
害
時
危
険
箇
所
の
把
握
や

避
難
時
に
利
用
す
る
道
路
整
備
の
検
証

等
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
市
か
ら
啓

発
し
、
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
よ
り
一

層
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
災
害
時
の
危
険
箇
所
の
把
握
に

つ
い
て
、
個
別
避
難
計
画
を
策
定

す
る
に
当
た
り
、
地
域
の
危
険
箇
所
を

把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

計
画
を
策
定
す
る
市
と
地
域
の
町
内
会

や
福
祉
専
門
職
の
方
々
が
こ
う
し
た
箇

所
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。
今
後
も
自
主
防
災
会
へ

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
防
災
講
座

等
の
機
会
を
通
じ
て
、
地
域
主
体
の
取

り
組
み
が
防
災
上
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

地
域
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

く
。

　
冬
季
特
有
の
通
学
路
の
危
険
箇

所
に
つ
い
て
、
点
検
方
法
を
伺
う
。

ま
た
、
積
雪
に
よ
り
突
発
的
に
通
学
路

が
危
険
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
市
の

対
応
を
伺
う
。

　
長
岡
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
警
察
や
道
路
管

理
者
、
教
育
委
員
会
が
合
同
で
安
全
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
冬
季
特
有
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、
緊
急
的
な
場
合
も

含
め
、
道
路
管
理
者
と
適
時
情
報
の
提

供
や
共
有
を
し
、
児
童
・
生
徒
の
通
学

路
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
市
道
の
管
理
の
ほ
か
、
国
・
県

が
管
理
す
る
道
路
に
つ
い
て
も
、
所
管

を
超
え
て
対
応
し
て
い
く
べ
き
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。
通
学
路
の
安
全
・
安

心
に
つ
な
が
る
よ
う
、
除
雪
要
望
を
伝

え
、
抜
本
的
な
対
策
が
取
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
。

可
能
と
な
る
感
染
対
策
の
具
体
例
な
ど

を
学
校
に
通
知
し
た
。

　
子
育
て
が
し
や
す
い
理
由
に
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
無
料
利
用
が
多
数

挙
が
る
一
方
、
地
域
格
差
の
是
正
や
定

員
増
加
の
要
望
も
あ
っ
た
。
今
後
の
児

童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
関
す
る
市
の
検

討
状
況
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
令
和
３
年
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
持
続
可
能
な
運
営
体
制

の
構
築
を
第
一
に
考
え
て
見
直
し
作
業

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

放
課
後
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
と
な

る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
連
絡
ア

プ
リ
の
導
入
や
遊
び
内
容
の
充
実
な
ど
、

保
護
者
や
子
ど
も
達
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

現
在
、
長
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
を
設
置
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
頂
い
て
い
る
。
令
和

６
年
度
か
ら
の
新
た
な
運
用
開
始
を
目

指
し
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
引
き

続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

中村　耕一
（長岡市公明党）

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
提
案
す
る

　子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

副
市
長
の
退
職
金
に
つ
い
て

不
登
校
に
つ
い
て

町
内
会
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　対
応
に
つ
い
て

冬
季
の
通
学
路
の

　
　
　
　
　安
全
確
保
に
つ
い
て

桑原　望
（無所属）

荒木　法子
（市民クラブ）

　
少
子
化
が
加
速
し
児
童
虐
待
や

不
登
校
等
が
増
え
る
危
機
的
状
況

の
中
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発
足
し
、
子

ど
も
の
権
利
を
保
障
し
た
こ
ど
も
基
本

法
が
施
行
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
国

の
動
き
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
と
、
子

ど
も
お
よ
び
若
者
政
策
の
今
後
の
推
進

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る

こ
ど
も
基
本
法
で
は
「
こ
ど
も
」

の
定
義
に
年
齢
の
定
め
は
な
く
「
心
身

の
発
達
の
過
程
に
あ
る
者
」
と
規
定
し

て
い
る
。
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
加
え
、
若
者

に
関
す
る
雇
用
環
境
の
整
備
や
医
療
の

確
保
等
の
施
策
も
一
体
的
に
講
ず
る
べ

き
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
国
の

こ
ど
も
大
綱
の
策
定
を
踏
ま
え
、
本
市

の
子
ど
も
施
策
と
若
者
施
策
を
一
体
化

し
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
人
口
減
少
が
進
む
社
会
変
化
の

中
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
な

が
お
か
ペ
イ
の
積
極
的
な
展
開
が
必
要

と
考
え
る
が
、
そ
の
導
入
目
的
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
な
が
お
か
ペ
イ
の
将
来
像
を
明

確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識

を
伺
う
。

　
な
が
お
か
ペ
イ
は
、
物
価
高
騰

対
策
を
目
的
に
交
付
金
を
活
用
し

て
地
域
内
経
済
の
循
環
を
進
め
る
も
の

で
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
取
扱
店
舗

数
の
拡
大
や
事
業
者
が
導
入
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
持
続
性
の
両
立
が
考
え

ら
れ
る
。
取
扱
店
舗
数
の
拡
大
に
向
け
、

各
業
界
団
体
と
連
携
し
た
説
明
会
や
地

域
店
舗
な
ど
へ
の
直
接
的
な
働
き
か
け

を
実
施
し
て
い
く
。

　
本
事
業
は
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
貢

献
等
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
り
、

地
域
共
生
社
会
や
市
民
協
働
を
盛
り
上

げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
官
民
一
体
と
な
り
、
全

市
民
が
参
画
で
き
る
提
案
型
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

　
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
目

的
と
受
給
者
数
を
伺
う
。
ま
た
、

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限

撤
廃
は
、
更
な
る
子
育
て
支
援
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
目

的
は
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
で
妊
産
婦
の
疾
病
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
を
促
し
、
経
済
的
な
事
情

に
よ
ら
ず
、
母
子
保
健
の
向
上
と
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
医
療
費
助
成
の
受
給
者
数
は
、
令
和

２
年
度
、
３
年
度
と
も
に
６
人
で
あ
る
。

　
所
得
制
限
の
撤
廃
に
よ
り
、
所
得
状

況
に
関
係
な
く
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
で
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
つ
な
が
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
本
来
医
療
費
助
成
は
居

住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
同
様
の
助
成
が

受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
で
統
一
さ
れ
た
制
度
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
国
・
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
政
府
は
原
発
運
転
期
間
を
原
則

40
年
、
最
長
60
年
等
と
す
る
現
行

制
度
の
撤
廃
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
市
の
見
解
と
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼

働
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
原
発
の
運
転
期
間
延
長
に
つ
い

て
唐
突
感
は
免
れ
な
い
。
国
に
は
、

不
安
に
感
じ
て
い
る
市
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
や
十
分
な
安
全
性
の
審
査
を
し
っ

か
り
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。
市
と
し

て
は
、
今
後
も
国
の
動
向
の
把
握
に
努

め
て
い
く
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全
対
策

に
関
す
る
研
究
会
を
通
じ
て
、
事
業
者

に
対
し
て
安
全
性
を
し
っ
か
り
求
め
て

い
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の
不

安
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
原
発
は
再

稼
働
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
姿
勢
は

堅
持
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

・
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
つ
い
て

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て

・
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

池田　明弘
（長岡市公明党）

笠井　則雄
（共産党市議団）

こ
ど
も
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
と

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨「
な
が
お
か
ペ
イ
」

　
　
　の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　再
稼
働
問
題
に
つ
い
て
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行
政
と
し
て
町
内
会
の
課
題
を

認
識
し
、
そ
の
活
動
を
活
性
化
し

て
い
く
こ
と
が
長
岡
市
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
考
え
る
が
、
町
内
会
へ
の
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施

し
て
き
た
。
ま
た
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
い
て

も
、
町
内
会
を
は
じ
め
市
民
活
動
団
体

の
活
動
を
維
持
、
継
続
で
き
る
よ
う
、
補

助
金
交
付
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
様
性
の
視
点
に
よ
る

意
思
決
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

若
者
や
女
性
の
参
加
に
よ
り
町
内
会
活

動
が
活
性
化
し
た
成
功
事
例
を
広
く
周

知
し
、
横
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

今
後
は
行
政
か
ら
町
内
会
へ
の
依
頼
業

務
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
町
内
会
の
前

向
き
な
活
動
が
さ
ら
に
前
進
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
内

容
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
安
定
し
た
ス
ク
ー
ル
バ

ス
事
業
の
継
続
に
は
、
事
業
者
が

人
材
確
保
で
き
る
よ
う
な
予
算
措
置
が

必
要
と
考
え
る
が
、
安
定
運
行
に
関
す

る
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
長
距
離
通

学
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心

な
通
学
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
民
間
事
業
者
等
で
は
、

運
転
手
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費
の
高

騰
な
ど
、
社
会
情
勢
に
見
合
っ
た
運
行

の
継
続
が
で
き
る
よ
う
予
算
を
確
保
し
、

安
定
的
な
運
行
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
多
世
代
健
康
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
今
後

に
つ
い
て

　
長
岡
市
不
登
校
児
童
生
徒
適
応

指
導
教
室
設
置
要
綱
は
、
教
育
機

会
確
保
法
以
前
の
学
校
復
帰
を
前
提
と

し
た
考
え
方
で
あ
り
、
不
登
校
へ
の
取
り

組
み
を
考
え
る
上
で
ベ
ー
ス
と
な
る
同
法

の
理
念
か
ら
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え

る
。
適
応
指
導
教
室
の
名
称
や
内
容
等
を

見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。　

本
市
の
適
応
指
導
教
室
設
置
要

綱
は
、
教
育
機
会
確
保
法
以
前
の

ま
ま
で
あ
る
が
、
現
在
の
運
用
に
お
い

て
は
必
ず
し
も
学
校
復
帰
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
通
所
す
る
児
童
・
生
徒
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
人
と

繋
が
る
経
験
を
通
し
て
自
己
決
定
す
る

力
を
育
み
、
社
会
的
自
立
に
向
か
う
よ

う
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。
要
綱
に
つ

い
て
は
、
手
続
き
の
簡
素
化
等
も
含
め
、

現
在
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
市
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
等
に
通
う
子
ど
も
に
対
し
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
施
策

の
一
環
で
貧
困
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
不
登
校
支
援

と
し
て
の
支
援
制
度
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
制
度
使
用
を
ル
ー
ル
化
し
、

広
く
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
に
お
い
て
は
、
生
活
困
窮
者

学
習
支
援
事
業
に
よ
り
、
生
活
保

護
世
帯
お
よ
び
就
学
援
助
基
準
該
当
世

帯
に
対
し
て
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に

通
う
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
経
済
的

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
低

所
得
者
が
対
象
だ
が
、
結
果
的
に
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
面
で
は
、
必
要
な
家
庭
に
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も
た
ち
が
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
え
な
い
こ
と
が

な
い
よ
う
、
こ
の
制
度
を
広
く
周
知
し
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
環
境
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
に
つ

い
て

　
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
独
自
に
実
施
し
、
子
育
て
中
の

男
女
２
９
３
人
よ
り
回
答
を
得
た
。
そ

の
中
で
、
給
食
時
の
黙
食
の
緩
和
を
望

む
声
が
多
数
あ
っ
た
。
文
部
科
学
省
は

令
和
４
年
11
月
に
県
教
育
委
員
会
に
対

し
通
達
を
出
し
、
黙
食
に
つ
い
て
は
従

前
か
ら
必
ず
し
も
求
め
て
お
ら
ず
、
座

席
配
置
等
の
工
夫
に
よ
り
給
食
時
間
の

会
話
は
可
能
と
し
て
い
る
。
学
校
給
食

に
お
け
る
黙
食
に
つ
い
て
、
市
の
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

と
し
て
、
机
を
向
か
い
合
わ
せ
に
し
な

い
こ
と
や
会
話
を
控
え
る
こ
と
を
各
学

校
に
通
知
し
て
い
た
。
し
か
し
、
文
部

科
学
省
か
ら
の
通
達
を
受
け
、
会
話
が

神林　克彦
（長岡令和クラブ）

　
個
別
避
難
計
画
実
施
に
当
た
っ

て
の
災
害
時
危
険
箇
所
の
把
握
や

避
難
時
に
利
用
す
る
道
路
整
備
の
検
証

等
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
市
か
ら
啓

発
し
、
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
よ
り
一

層
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
災
害
時
の
危
険
箇
所
の
把
握
に

つ
い
て
、
個
別
避
難
計
画
を
策
定

す
る
に
当
た
り
、
地
域
の
危
険
箇
所
を

把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

計
画
を
策
定
す
る
市
と
地
域
の
町
内
会

や
福
祉
専
門
職
の
方
々
が
こ
う
し
た
箇

所
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。
今
後
も
自
主
防
災
会
へ

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
防
災
講
座

等
の
機
会
を
通
じ
て
、
地
域
主
体
の
取

り
組
み
が
防
災
上
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

地
域
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

く
。

　
冬
季
特
有
の
通
学
路
の
危
険
箇

所
に
つ
い
て
、
点
検
方
法
を
伺
う
。

ま
た
、
積
雪
に
よ
り
突
発
的
に
通
学
路

が
危
険
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
市
の

対
応
を
伺
う
。

　
長
岡
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
警
察
や
道
路
管

理
者
、
教
育
委
員
会
が
合
同
で
安
全
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
冬
季
特
有
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
は
、
緊
急
的
な
場
合
も

含
め
、
道
路
管
理
者
と
適
時
情
報
の
提

供
や
共
有
を
し
、
児
童
・
生
徒
の
通
学

路
の
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
市
道
の
管
理
の
ほ
か
、
国
・
県

が
管
理
す
る
道
路
に
つ
い
て
も
、
所
管

を
超
え
て
対
応
し
て
い
く
べ
き
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。
通
学
路
の
安
全
・
安

心
に
つ
な
が
る
よ
う
、
除
雪
要
望
を
伝

え
、
抜
本
的
な
対
策
が
取
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
。

可
能
と
な
る
感
染
対
策
の
具
体
例
な
ど

を
学
校
に
通
知
し
た
。

　
子
育
て
が
し
や
す
い
理
由
に
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
無
料
利
用
が
多
数

挙
が
る
一
方
、
地
域
格
差
の
是
正
や
定

員
増
加
の
要
望
も
あ
っ
た
。
今
後
の
児

童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
関
す
る
市
の
検

討
状
況
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
令
和
３
年
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
持
続
可
能
な
運
営
体
制

の
構
築
を
第
一
に
考
え
て
見
直
し
作
業

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

放
課
後
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
と
な

る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
連
絡
ア

プ
リ
の
導
入
や
遊
び
内
容
の
充
実
な
ど
、

保
護
者
や
子
ど
も
達
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

現
在
、
長
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
を
設
置
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
頂
い
て
い
る
。
令
和

６
年
度
か
ら
の
新
た
な
運
用
開
始
を
目

指
し
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
引
き

続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て

中村　耕一
（長岡市公明党）

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
提
案
す
る

　子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

副
市
長
の
退
職
金
に
つ
い
て

不
登
校
に
つ
い
て

町
内
会
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　対
応
に
つ
い
て

冬
季
の
通
学
路
の

　
　
　
　
　安
全
確
保
に
つ
い
て

桑原　望
（無所属）

荒木　法子
（市民クラブ）

　
少
子
化
が
加
速
し
児
童
虐
待
や

不
登
校
等
が
増
え
る
危
機
的
状
況

の
中
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発
足
し
、
子

ど
も
の
権
利
を
保
障
し
た
こ
ど
も
基
本

法
が
施
行
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
国

の
動
き
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
と
、
子

ど
も
お
よ
び
若
者
政
策
の
今
後
の
推
進

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る

こ
ど
も
基
本
法
で
は
「
こ
ど
も
」

の
定
義
に
年
齢
の
定
め
は
な
く
「
心
身

の
発
達
の
過
程
に
あ
る
者
」
と
規
定
し

て
い
る
。
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
加
え
、
若
者

に
関
す
る
雇
用
環
境
の
整
備
や
医
療
の

確
保
等
の
施
策
も
一
体
的
に
講
ず
る
べ

き
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
国
の

こ
ど
も
大
綱
の
策
定
を
踏
ま
え
、
本
市

の
子
ど
も
施
策
と
若
者
施
策
を
一
体
化

し
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
人
口
減
少
が
進
む
社
会
変
化
の

中
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
な

が
お
か
ペ
イ
の
積
極
的
な
展
開
が
必
要

と
考
え
る
が
、
そ
の
導
入
目
的
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
な
が
お
か
ペ
イ
の
将
来
像
を
明

確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識

を
伺
う
。

　
な
が
お
か
ペ
イ
は
、
物
価
高
騰

対
策
を
目
的
に
交
付
金
を
活
用
し

て
地
域
内
経
済
の
循
環
を
進
め
る
も
の

で
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
取
扱
店
舗

数
の
拡
大
や
事
業
者
が
導
入
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
持
続
性
の
両
立
が
考
え

ら
れ
る
。
取
扱
店
舗
数
の
拡
大
に
向
け
、

各
業
界
団
体
と
連
携
し
た
説
明
会
や
地

域
店
舗
な
ど
へ
の
直
接
的
な
働
き
か
け

を
実
施
し
て
い
く
。

　
本
事
業
は
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
貢

献
等
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
り
、

地
域
共
生
社
会
や
市
民
協
働
を
盛
り
上

げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
官
民
一
体
と
な
り
、
全

市
民
が
参
画
で
き
る
提
案
型
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

　
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
目

的
と
受
給
者
数
を
伺
う
。
ま
た
、

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限

撤
廃
は
、
更
な
る
子
育
て
支
援
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
の
目

的
は
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
で
妊
産
婦
の
疾
病
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
を
促
し
、
経
済
的
な
事
情

に
よ
ら
ず
、
母
子
保
健
の
向
上
と
福
祉

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
医
療
費
助
成
の
受
給
者
数
は
、
令
和

２
年
度
、
３
年
度
と
も
に
６
人
で
あ
る
。

　
所
得
制
限
の
撤
廃
に
よ
り
、
所
得
状

況
に
関
係
な
く
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
で
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
つ
な
が
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
本
来
医
療
費
助
成
は
居

住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
同
様
の
助
成
が

受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
で
統
一
さ
れ
た
制
度
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
国
・
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
政
府
は
原
発
運
転
期
間
を
原
則

40
年
、
最
長
60
年
等
と
す
る
現
行

制
度
の
撤
廃
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
市
の
見
解
と
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼

働
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
原
発
の
運
転
期
間
延
長
に
つ
い

て
唐
突
感
は
免
れ
な
い
。
国
に
は
、

不
安
に
感
じ
て
い
る
市
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
や
十
分
な
安
全
性
の
審
査
を
し
っ

か
り
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。
市
と
し

て
は
、
今
後
も
国
の
動
向
の
把
握
に
努

め
て
い
く
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全
対
策

に
関
す
る
研
究
会
を
通
じ
て
、
事
業
者

に
対
し
て
安
全
性
を
し
っ
か
り
求
め
て

い
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の
不

安
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
原
発
は
再

稼
働
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
姿
勢
は

堅
持
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

・
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
つ
い
て

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て

・
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

池田　明弘
（長岡市公明党）

笠井　則雄
（共産党市議団）

こ
ど
も
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
と

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨「
な
が
お
か
ペ
イ
」

　
　
　の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　再
稼
働
問
題
に
つ
い
て
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議会の臨場感をスマホでも！
　各議員の顔写真の右下にＱＲコードを掲載しています。スマートフォンやタブレット端末でＱＲコードを読み取
ると、それぞれの議員の一般質問が動画でご覧いただけます。

　ホームページでは、本会議・常任委員会・一部特別委員会を生中継・録画中継しているほか、議会の日
程や議案等の概要、会議録等も掲載しています。ぜひアクセスしてみてください。
　なお本会議・常任委員会はケーブルテレビでもご覧いただけます。（再放送は開催日当日の午後７時から）

検索長岡市議会ホームページで
議会情報発信中！
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　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当す
る事業等について質問する「所管事項に関する質問」を
行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（２月下旬発行予定）、インターネッ
ト録画中継をご覧ください。

12月定例会　常任委員会の所管事項に関する質問

総務委員会 文教福祉委員会
●寺泊磯町の火災に対する具体的な対応
●支所の産業建設課を廃止する意図と支所の人員体制
●男性用トイレへのサニタリーボックスの設置状況と導入に対する市の考え
●市をアピールする新聞広告の実績と効果、今後の展開
●情報伝達訓練の実施概要と成果および要配慮者の避難対策
●ドローンの運用体制と今後の展望
●本庁支所機能の見直しに係る災害時の対応
 ほか

産業市民委員会 建設委員会
●路線バスキャッシュレス導入実証実験事業の利用実績と市の認識
●支所における空き家相談窓口の周知方法
●屋外広告物申請の事務権限移譲により期待される効果
●小型除雪機無償貸与制度および除雪機の燃料費補助制度の概要
●基幹水道管路の耐震化率と点検状況
 ほか

●長岡市立高等総合支援学校における作業学習と卒業後の就業先との連携
●出産・子育てにおける新たな伴走型支援
●精神障害者の「親なき後等」の課題とその解決に向けての市の取り組み
●長岡市成年後見センター設置後の運用状況と成果および期待する効果
●山古志診療所における現任医師の退任後の医療体制
●孤独死の現状に対する市の認識
●ＣＢＴシステム（コンピュータを利用した試験の総称）の導入理由と
　その利用方法 ほか

●長岡市観光戦略アクションプランの検討状況
●生ごみ発酵残渣肥料化の実証実験と分析状況、今後の普及策
●世界錦鯉サミットの評価と全国闘牛サミットへの思い
●市内スキー場の令和３年度の利用状況と各施設の所管が異なる経緯
●下水汚泥の堆肥化普及に向け、課題を解決するための官民協働に対する市の考え
●大学スポーツの合宿誘致に対する今後の方向性
 ほか

　
旧
機
那
サ
フ
ラ
ン
酒
本
舗
主
屋

改
修
事
業
に
つ
い
て
、
建
築
設
計

に
係
る
修
正
設
計
の
履
行
期
限
を
含
む

今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
う
。　

修
正
設
計
の
納
期
は
、
当
初
令

和
４
年
11
月
30
日
と
し
て
い
た
が
、

令
和
３
年
度
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
昨

今
の
円
安
、
資
材
高
騰
等
の
影
響
か
ら

見
込
み
が
立
た
ず
、
現
在
設
計
作
業
を

中
断
し
て
い
る
。
建
築
工
事
費
の
高
騰

傾
向
が
続
い
て
お
り
、
平
成
30
年
に
策

定
し
た
全
体
計
画
や
概
算
事
業
費
ど
お

り
に
主
屋
を
改
修
す
る
こ
と
は
困
難
と

な
っ
た
た
め
、
計
画
の
見
直
し
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
市
の
観
光

戦
略
に
お
け
る
摂
田
屋
地
区
の
役
割
や
、

旧
機
那
サ
フ
ラ
ン
酒
本
舗
に
必
要
な
機

能
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
議
論
し
、

方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。
一
方

で
、
老
朽
化
は
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
状
を
維
持
す
る
た
め
の
最
低
限

の
修
繕
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
燃
や
す
ご
み
の
収
集
を
週
１
回

拠
点
収
集
を
行
う
な
ど
の
工
夫
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
燃
や
す
ご
み
の
拠
点
収
集
に
つ

い
て
、
現
在
居
住
地
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
る
ご
み
を
別

の
地
域
の
拠
点
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な

る
た
め
、
新
た
に
そ
の
拠
点
場
所
の
地

域
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
さ
ら
に
、
燃
や
す
ご
み
の
中
に

は
生
ご
み
も
含
ま
れ
る
た
め
、
臭
い
や

衛
生
面
、
場
所
の
選
定
な
ど
の
課
題
が

生
じ
る
と
と
も
に
、
収
集
運
搬
経
費
も

増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
実
施
は
困
難
で

あ
る
。
現
在
の
収
集
方
法
は
、
市
民
の

協
力
に
よ
り
燃
や
す
ご
み
と
資
源
ご
み

を
分
別
す
る
こ
と
で
市
民
生
活
に
定
着

し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
市
民
の
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
公
文
書
管
理
に
つ
い
て

・
官
製
談
合
事
件
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会
で
、
東

京
電
力
に
再
稼
働
の
事
前
了
解
権

を
求
め
て
も
得
ら
れ
る
も
の
か
ど
う
か

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
市
は

30
キ
ロ
圏
内
人
口
の
６
割
を
占
め
る
の

で
、
知
事
は
本
市
の
意
見
を
重
く
受
け

止
め
る
と
の
見
通
し
を
述
べ
て
き
た
。

本
市
が
事
前
了
解
権
を
求
め
れ
ば
、
新

潟
県
民
の
信
頼
を
一
か
ら
築
く
と
述
べ

て
い
る
東
京
電
力
は
断
ら
な
い
と
考
え

る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
立
地
自
治
体
で
あ
る
県
と
柏
崎

市
、
刈
羽
村
は
、
再
稼
働
に
対
す

る
事
実
上
の
事
前
同
意
を
有
し
て
い
る

が
、
安
全
協
定
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な

い
こ
と
か
ら
、
事
前
了
解
権
は
有
し
て

い
な
い
。
立
地
自
治
体
と
の
関
係
性
を

重
視
す
る
東
京
電
力
が
立
地
自
治
体
以

　
国
は
令
和
４
年
10
月
に
自
殺
総

合
対
策
大
綱
の
見
直
し
を
行
い
、

女
性
へ
の
支
援
を
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
た
。
本
市
に
お
け
る
女

性
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
課
題
と
、

国
の
動
き
や
女
性
の
自
殺
者
数
増
加
を

踏
ま
え
た
自
殺
対
策
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

　
女
性
は
妊
娠
や
出
産
等
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
の
変
化
や
家
庭
環
境
、

非
正
規
雇
用
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
特

有
の
悩
み
が
生
ま
れ
や
す
く
、
多
様
な

視
点
で
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

課
題
と
考
え
て
い
る
。
国
の
大
綱
で
は
、

新
た
に
妊
産
婦
へ
の
支
援
や
ウ
イ
ル
ス

禍
で
顕
在
化
し
た
課
題
を
踏
ま
え
た
女

性
の
自
殺
対
策
等
を
重
点
施
策
に
位
置

付
け
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
境
遇
に
あ

る
女
性
を
支
援
す
る
た
め
、
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
民
生
委
員
等
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
国
の
動
き
を
踏
ま
え
、
市
は
長

岡
市
自
殺
対
策
計
画
に
ど
の
よ
う

に
反
映
す
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
今
後

本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
自
殺
対
策
に

取
り
組
む
の
か
伺
う
。

　
本
市
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
第

二
次
長
岡
市
自
殺
対
策
計
画
の
開

始
を
予
定
し
て
お
り
、
国
の
大
綱
の
新

た
な
方
向
性
を
反
映
す
る
よ
う
準
備
し

て
い
る
。
国
の
大
綱
は
、
子
ど
も
や
若

者
の
自
殺
対
策
、
女
性
に
対
す
る
支
援
、

ウ
イ
ル
ス
禍
を
踏
ま
え
た
対
策
な
ど
多

角
的
か
つ
総
合
的
な
自
殺
対
策
の
推
進

強
化
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
本
市
に
お
い
て
も
計
画
策
定
を
進

め
て
い
く
。

　
自
殺
は
未
然
防
止
が
可
能
な
社
会
問

題
と
捉
え
て
い
る
。
誰
も
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
長
岡
、
自
殺
ゼ

ロ
の
ま
ち
長
岡
を
目
指
し
て
、
市
民
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
自
殺
対
策
の
強
化
を
推
進
し

て
い
く
。

外
の
自
治
体
に
事
前
了
解
権
を
与
え
る

こ
と
は
、
再
稼
働
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会
で
、
長

岡
市
民
の
再
稼
働
の
是
非
に
対
す

る
信
に
つ
い
て
は
知
事
が
選
挙
で
問
う

際
に
意
思
表
示
す
れ
ば
よ
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
選
挙
と
な
る

見
通
し
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
仮
に
選
挙

に
な
っ
た
と
し
て
も
全
県
で
の
選
挙
の

た
め
、
市
民
の
意
思
と
反
す
る
結
果
と

な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
市
長
は
、
市

民
の
不
安
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
原
発

は
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い
と
の
公
約
を

掲
げ
て
お
り
、
不
整
合
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
知
事
は
立
地
自
治
体
以
外
の
自

治
体
の
意
向
を
取
り
ま
と
め
て
意

思
表
示
を
行
う
、
ま
た
県
民
に
信
を
問

う
知
事
選
挙
も
そ
の
一
つ
の
形
で
あ
る

と
発
言
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
県
民
、

市
民
が
意
思
表
示
で
き
る
と
述
べ
て
い

る
。
市
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

は
、
知
事
が
立
地
自
治
体
以
外
の
意
向

を
取
り
ま
と
め
る
際
に
、
長
岡
市
の
強

い
思
い
を
し
っ
か
り
と
届
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

諏佐　武史
（無所属）

諸橋　虎雄
（共産党市議団）

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

市
の
自
殺
対
策
の
現
状
と

　
　
　
　今
後
の
取
組
に
つ
い
て

入
札
・
契
約
業
務
の
諸
課
題
に
つ
い
て

燃
や
す
ご
み
の
収
集
方
法
に
つ
い
て

　
冬
場
の
感
染
症
流
行
に
備
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
る
市
内
の
基
幹
３

病
院
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
さ
ら
に

強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
市
で
は
、
基
幹
３
病
院
に
対
し

令
和
４
年
度
当
初
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
受
け
入

れ
や
医
療
提
供
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
、
物
価
高
騰
に
よ
る
光
熱
費
負
担
へ

の
支
援
の
ほ
か
、
年
末
年
始
の
救
急
体

制
の
逼
迫
を
防
ぐ
た
め
、
さ
い
わ
い
プ

ラ
ザ
内
の
休
日
・
夜
間
急
患
診
療
所
の

体
制
を
強
化
し
、
一
次
救
急
患
者
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
基
幹
病
院

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。
今
後
も

医
師
会
と
も
連
携
し
、
基
幹
３
病
院
へ

の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

　
支
所
機
能
の
見
直
し
に
よ
り
支

所
が
１
課
体
制
と
な
る
が
、
通
常

業
務
を
行
い
な
が
ら
災
害
対
応
を
行
え

る
の
か
。
ま
た
、
災
害
時
は
職
員
を
派

遣
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
体
制
で
迅
速
な
災
害
対
応
が
で

き
る
の
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
支
所
に
お
け
る
災
害
対
応
は
地

域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
極

め
て
重
要
な
業
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

支
所
で
は
、気
象
や
河
川
水
位
の
把
握
等
、

警
戒
活
動
や
避
難
所
開
設
等
の
一
連
の

対
応
を
行
え
る
体
制
を
確
保
す
る
。
一

方
で
、
事
務
拠
点
は
各
支
所
の
災
害
対

応
要
員
と
し
て
、
支
所
長
の
指
揮
命
令

に
よ
り
警
戒
体
制
時
か
ら
支
所
で
勤
務

し
、
支
所
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
動
く
体

制
を
整
え
る
。
さ
ら
に
、
本
庁
勤
務
職

員
の
兼
職
発
令
や
土
木
部
に
よ
る
支
援

体
制
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
事
務
拠
点

体
制
移
行
後
も
支
所
の
災
害
対
応
力
が

低
下
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
と
同
様
の

迅
速
な
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

関　貴志
（無所属）

藤井　達徳
（長岡市公明党）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
　対
策
に
つ
い
て

支
所
地
域
に
お
け
る
事
務
拠
点
体
制
と

　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
に
つ
い
て

ひ
っ
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総務委員会　令和４年11月９日～11日
＜調査項目＞
●愛知県豊橋市「防災対策」
●大阪府岸和田市「公民戦略連携デスク」
●神奈川県横浜市「横浜ＤＸ戦略」
　豊橋市では、平成27年の関東・東北豪雨で市の職員が被災地に赴いた際、広
域的な被災状況の把握には上空からの確認が有効と認識し、平成29年にドロー
ン飛行隊「RED GOBLINS」が発足されました。市の中心に信濃川を抱え広大な
面積を有する本市においても、災害時の被害状況の把握にはドローンの活用は
急務であり大変参考になりました。
　また、豊橋市では平成28年の熊本地震での避難所運営で課題となったプライ
バシー等の対応や、援助物資の整備等を女性目線で考えるため、「防災に女性の
参加と目線を取り入れる検討会」を設置し、検討会の提案を受け、緊急参集時
の職員支援として子どもの一時預かり場所を整備しています。そのほかにも女
性特有の問題に対し、女性ならではの配慮が細部にわたり検討されており、本
市においても見習っていくべきと考えました。
　岸和田市は、社会貢献やＣＳＶ（共通価値の創造）に取り組む企業等が増え
る中、企業等からの相談窓口を明確にし、企業のアイデア等を活用した市民
サービスの向上、地域課題の解決および
地域の活性化を図ることを目的に、「岸
和田市公民戦略連携デスク」を設置しま
した。産官学連携によるNaDeC構想を
推進している本市においても、つなぎ役
としていかに役割を果たすかは大きな課
題であり、参考になりました。
　このほか、神奈川県横浜市の「横浜Ｄ
Ｘ戦略」について視察しました。
　　　　　　　　　（報告：豊田　朗） 岸和田市役所にて

行 政 視 察 報 告 行政視察を実施した四つの常任委員会の視察報告を掲載します。
視察報告の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

文教福祉委員会　令和４年10月18日～20日
＜調査項目＞
●大阪府枚方市「総合型放課後事業実施プラン」
●大阪府堺市「ひきこもりの相談と支援」
●神奈川県川崎市「子ども夢パーク『フリースペースえん』」
　枚方市は、子どもの育ちへの支援や放課後の安全な居場所づくりを目的とし
て、放課後子ども教室、留守家庭児童会室等の４事業を実施しています。これ
ら事業の総合的な連携・協働体制による相乗効果とコストの抑制を目的とし
て、令和３年度に「総合型放課後事業実施プラン」を策定しました。同プラン
では、既存事業を一体的に運営し、各事業が役割ごとに位置付けられること
で、利用者の選択が容易だと感じました。また、運営には民間活力による専門
的な知見を取り入れるなど、利用者の目線に立った子育て支援であり、更なる
子育て支援の充実に向けたモデルケースになると感じました。
　川崎市は、子どもの権利の保障等を目的に平成13年４月「川崎市子どもの権
利に関する条例」を制定しました。
　子ども夢パークは、同条例に規定する子どもの居場所として、市が平成15年
に開設し、その運営は指定管理者が行っています。「フリースペースえん」
は、不登校児童生徒の居場所と位置付けられ、子ども自身が一日の過ごし方を
自主的に決定することに軸を置き、子ど
もの時間的柔軟性を尊重し、誰もが学べ
る生涯学習の視点を持ち合わせていま
す。
　本市においても、子どもの居場所等の
整備が進む中で、本施設の在り方は大変
参考になると感じました。
　このほか、大阪府堺市の「ひきこもり
の相談と支援」について視察しました。
　　　　　　　　（報告：神林　克彦） 枚方市役所にて

産業市民委員会　令和４年10月25日～27日
＜調査項目＞
●香川県丸亀市「地域の特色を活かしたまちづくり」
●山口県下関市「創業支援事業」
●長崎県佐世保市「『西九州させぼ広域都市圏ビジョン』及び『佐世保観光アク
ションプラン』」
　下関市は、市と創業支援事業者の連携により地域の活性化と雇用の確保を図
るため、創業支援事業等計画を策定しました。
　創業支援の中で地域にも良い影響を与えている施策が、平成29年にオープン
した創業支援カフェKARASTA.で、日本で一番敷居の低い創業支援窓口にした
いとの思いが込められています。市内の空き店舗とのマッチングも行ってお
り、創業から開店までの一貫した支援体制を整備しています。本市にも誰もが
気軽に立ち寄れる敷居の低い創業支援窓口が必要ではないかと感じ、参考にな
るものでした。
　「西九州させぼ広域都市圏ビジョン」について、観光面では訪日外国人誘客
対策事業等を実施し、データに基づいた施策を展開しています。広域的な観光
情報のランディングページを作成し、掲載内容等について随時ＷＥＢ調査を行
い、サイトの更なる充実を図るなど常に最新情報を更新しています。
　「佐世保市観光アクションプラン」は、アフターコロナの視点で今後の観光
の方向性等を検討し、今後３年間で観光
事業のＶ字回復を図るため、官民連携し
た事業について重点施策等を定めたもの
です。感染症対策認証事業の実施や観光
パンフレットのデジタル化等、データ分
析を行うことで観光誘客に繋げている取
り組みが参考になりました。
　このほか、香川県丸亀市「地域の特色
を活かしたまちづくり」について視察し
ました。
　　　　　　　（報告：松野　憲一郎） 創業支援カフェKARASTA.にて

建設委員会　令和４年10月25日～27日
＜調査項目＞
●佐賀県佐賀市「下水汚泥堆肥化施設」
●福岡県宗像市「空き家対策」
●東京都豊島区「Park-PFIの活用による都市公園整備」
　佐賀市は、平成26年11月に国の「バイオマス産業都市」に認定され、環境の
保全と経済的な発展が両立するまちの実現を目指した取り組みをしています。
　下水処理事業では、下水処理過程で発生する電力や廃熱等を資源として利活
用するなどさまざまな取り組みが行われています。処理過程で発生する脱水汚
泥は、堆肥化して処理施設内で一般販売しています。また、窒素濃度を調整し
た下水処理水は、有明海での海苔養殖の育成に役立てるなど、産業への活用や
市民への還元がなされていました。市民にも喜ばれ、かつ省エネルギー等につな
がるため、大変参考になるものでした。
　豊島区の公募設置管理制度（Park-PFI）は、民間の力を活用して公園の魅力
を高めながら、行政の公園整備に係る公的資金を削減できるというメリットが
あり、豊島区は全国で２例目の自治体です。
　当該公園内には、芝生広場が大きく広がり、災害時の避難場所の役割を兼ね
備え、周辺には指定管理者が運営するカフェやチャレンジショップなど、公園
の魅力を最大限に引き出す民間のアイデ
アが溢れ、賑わいを創出していました。
　Park-PFI制度は、民間の活力を最大限
活用しながら公園の魅力を高めることが
できるものであり、新しい都市公園の在
り方の参考となりました。
　このほか、福岡県宗像市の「空き家対
策」について視察しました。
　　　　　　　　（報告：多田　光輝）

IKE・SUNPARKにて

議会活性化特別委員会の最終報告
　本委員会は、以下の二つのテーマを協議するため、令和３年９月に設置され、
調査・検討を行ってきました。これまで計10回の会議に加え、先進地視察を実施
するなど検討を進め、予定していた全ての検討項目について協議が終了したた
め、12月定例会最終日に最終報告を行いました。主な内容は、次のとおりです。

①特別委員会の在り方について
　議員改選後においては、現在の四つの特別委員会にとらわれず、ゼロベースで
真に必要なものについて設置の協議を行うこととし、上限２年を目安に集中的に
調査および協議していくことを確認した。なお、市の意思を対外的に示す政策課
題を協議する特別委員会については、この限りではないことも併せて確認した。
②災害時における議会の役割について
　混乱を極める災害発生直後、市民と行政のつなぎ役である議員は、双方に対し

整理された情報を迅速かつ効率的に受発信することが必要である。このため、災
害初動時の円滑な情報伝達を行うため、タブレット端末の活用を想定し、次のと
おり議会として災害時の行動指針を定めることとした。今後はこの指針に沿って
行政と連携し、災害対応を円滑に進められるよう取り組んでいく。

　■長岡市議会　災害時の行動指針
　　大規模災害発生時等、議長が必要と認める間、議員はこの指針に沿って行動
　するよう努めるものとする。
　　１　議員は、議会事務局からの安否確認の連絡に対し、速やかに状況報告を
　　　　行うものとする。
　　２　議員は、市災害対策本部等への情報提供、要望、提案については、原則
　　　　として、定型フォーマットにより議会事務局を通して行うものとする。
　　３　議会事務局は、市災害対策本部等からの災害に関する資料や情報を速や
　　　　かに議員に提供するものとする。
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11月

７日
議会運営委員会

議会活性化特別委員会

９～11日 総務委員会行政視察

15日 議員協議会

17日 克雪・危機管理・防災対策特別委員会

12月

２日 議会運営委員会

12　

月　

定　

例　

会　

（ 

14
日 

間 

）

６日
議会運営委員会

本会議（招集日）

７日 本会議

８日 本会議

９日
議員協議会

本会議

12日 建設委員会

13日 産業市民委員会

14日 文教福祉委員会

15日 総務委員会

19日
議会運営委員会

本会議（最終日）

市議会の活動状況

○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対

会 派 別 議 案 等 賛 否 一 覧 表
12月定例会

市
民
ク
ラ
ブ
⒃

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ
⑸

長
岡
市
公
明
党
⑶

民
成
ク
ラ
ブ
⑵

共
産
党
市
議
団
⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

議 決 結 果

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案　
　

等

専 決 処 分 専決第９号　令和４年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

補 正 予 算
令和４年度一般会計� ３件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

令和４年度国民健康保険事業特別会計� ほか６件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

条　
　

例

制 定 米百俵プレイスミライエ長岡条例� ほか５件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

一部改正
長岡市議会議員及び長岡市長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例� ほか９件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

市立図書館条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

そ の 他

市道路線の認定、変更及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

訴えの提起　� ２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

指定管理者の指定（志保の里荘）� ほか26件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

人 事
公平委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議

員

提
出
議
案

決 議 長岡市議会議員の選挙ポスター自粛に関する決議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

委
員
会

提
出
議
案

意 見 書 免税軽油制度の継続に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

条 例 制 定 長岡市議会の個人情報の保護に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

請　　　　願
免税軽油制度の継続に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

一般家屋への太陽光発電設備等の導入促進に関す
る請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

議　案　等

会　派　名
（　）は所属議員数

会派別議員名簿（12月19日現在）

市 民 ク ラ ブ

加藤　尚登　　池田　和幸
大竹　雅春　　田中　茂樹
深見　太朗　　多田　光輝
豊田　　朗　　荒木　法子
丸山　広司　　長谷川一作
丸山　勝総　　古川原直人
関　　正史　　酒井　正春
高野　正義　　五井　文雄

長 岡 令 和
ク ラ ブ

関　　充夫　　杵渕　俊久
松野憲一郎　　神林　克彦
山田　省吾　　　　　　　

長岡市公明党 藤井　達徳　　池田　明弘
中村　耕一　　　　　　　

民 成 ク ラ ブ 五十嵐良一　　小坂井和夫
共産党市議団 笠井　則雄　　諸橋　虎雄

無 所 属

Ａ　諏佐　武史　　　　　
Ｂ　桑原　　望　　　　　
Ｃ　水科　三郎　　　　　
Ｄ　関　　貴志　　　　　
Ｅ　松井　一男（議長）　 

※２

※２　池田和幸議員、加藤尚登議員は最終日欠席

各種行政委員の選任・推薦に同意
　12月19日の本会議最終日において、次の
方を選任・推薦することに同意しました。

　〇公平委員会委員
　　高

たか

橋
はし

　賢
けん

一
いち

 氏（再任）
　　髙

たか

野
の

　洋
よう

子
こ

 氏（新任）

　〇人権擁護委員
　金

かね

安
やす

  和
かず

子
こ

 氏（再任）　小
こ

林
ばやし

  和
かず

子
こ

 氏（再任）
　島

しま

倉
くら

  昭
あき

宏
ひろ

 氏（再任）　阿
あ

部
べ

  尚
なお

之
ゆき

 氏（新任）
　後

ご

藤
とう

  修
しゅうこ

子 氏（新任）　樋
ひ

山
やま

  直
なお

子
こ

 氏（新任）
　星

ほし

野
の

     徹
とおる

 氏（新任）

克雪・危機管理・防災対策特別委員会の中間報告（要約）
　本委員会では、自主防災会の在り方をテーマとして、令和３年10月以降、理事者からの現状説明
や、中越市民防災安全士会や各地域の自主防災会長との意見交換を行いながら協議を重ねてきた。
　日常的なコミュニケーションの促進については、自主防災活動の活性化にとって住民同士の日頃の
コミュニケーションが重要となるため、住民が参加しやすい企画等、事例共有の仕組みづくりなどの
行政支援が必要である。近隣自主防災会同士の連携については、例えば小学校区や連合町内会単位な
どでの意見交換が活性化には有効と考えるが、そのためには行政の積極的な働きかけが欠かせない。
役員体制の整備と人材育成については、地域の防災リーダー育成のための支援が有効であり、行政は
関連団体に対して積極的に支援すべきと考える。他団体との連携については、自主防災会だけでは活
動に限界がある中で、民生委員や消防団、専門団体との連携を必要に応じて検討すべきである。
　自主防災活動の活性化において最も重要な点は、地域内外での日頃のコミュニケーションの促進で
ある。行政においては、情報共有や相談体制の整備に加え、関連団体や市内部で緊密に連携し、包括
的な取り組みを積極的に実施していくべきである。

360人が本市を視察
　長岡市議会では、全国の議会関係者から本市の事業や取り組みにつ
いての視察を受け入れています。令和４年は、全国の47団体360人の方
が視察に来られ、視察者数は新型コロナウイルス感染症発生前に戻っ
てきています。今後も、本市の先進的な取り組みをＰＲしながら、積
極的に視察の受け入れを行っていきます。

≪主な視察項目≫
１　アオーレ長岡
２　中心市街地再開発・活性化
　　（ミライエ長岡）
３　子育ての駅

11月４日
新潟県市議会議長会議員研修会
に参加
　新潟県市議会議長会主催の議員研修会が長岡市立
劇場で開催されました。県内の全市議会議員を対象
とした研修会で、17市
議会328人が出席しま
した。
　研修会では、長野県
立大学グローバルマネ
ジメント学部教授の田
村秀氏から「新潟の課
題と展望－新潟の逆襲
は可能か？－」と題した
講演がありました。

11月15日　
中越地区市議会合同議員研修会
に参加
　中越地区の市議会議員が一堂に会する合同研修会
が３年ぶりに開催されました。
　今年はNASPAニュー 
オータニ（湯沢町）で
開催され、国境なき医
師団救命救急医・外傷
外科医の門馬秀介氏か
ら「「行かない理由は
ない！」戦傷医療、国
際派遣の実際～戦争勃 
発後に最初にウクライナ 
入りした日本人医師～」
と題した講演がありま
した。

新潟県市議会議長会会長として
あいさつをする松井議長

中越地区市議会合同議員研修会の
様子


